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中国農村における民間金融の発展

はじめに

I 中関農業における信用割当

II 農村信用合作祉の消長と改革

III 信！日組合の経済分析

N 農村におけるl＼；聞い用

V 「会」の経済分析

結語

は じ め に

本摘の目的は，中国農村における民間金融の

諸問題を分析することにある。第 I節では，シ

ュルツ（T.W. Schultz）の農業における「資本制

限」（capitalrationing）の理論を中国農業に適用

し，その実証分析をよ式みている。

第II節では，信用書IJ当（creditrationing）を現

実に受けている中閏農民に本来資金供給を行な

うべき農村信用合作社（以下，信用社）の展開

過程を分析するとともに，郡小平政権の農村信

用社改革の展望を試みている。さらに人民公社

解体時に公社資産を基礎に組織された農村合作

基金組織の民営化問題を分析している。

第III節では，従来ほとんど分析が行なわれて

いなかった信用組合の経済分析をプレイパーマ

ンニグァシュ（A.Braverman二 JL. Guasch）の

モデルに従って分析をE試みている〈

第W節では，中国農村における民間金融の事

例として有名な温州モデルと湖南省常徳地区を

紹介する。第V節では，温州市の会ー旧中国の

2 

やま

山 本 裕 美

輪会，揺会，様会の内容を詳細に分析し，それ

らの組織の経済学的分析を行なっている。

I 中同農業における信用割当

アメリカの農業経済学者シュルツは農業にお

ける資本制限を，「農業における資本の限界投

入量からの報酬率は資本一般利子率よりも大で

あるが，農民は主として彼らが直面する経済的

不安定の故に，追加的資本の借入れを欲しな

いか，あるいは借り入れようとしてもできな

し）J (it!）こととして定義した（理論的には現在，

資本制限理論は情報の経済学では資本割当の範鳴

にへる（l主2I）。

農業の資本制限を図 1でみてみよう。 DaD’a

は農民の強気の事前的予想限界報酬率曲線，

Da'D’a’は農民の弱気の事前的予想限界報酬

率曲線， DpD’pは農民の事後的予想限界報酬

率曲線を表し， Ohを市場利子率とすると農民

は本来 OHの資金を借り入れることが可能で

あるにもかかわらず，弱気のために OGしか借

り入れられない。他方，金融機関は農業生産の

リスクや価格の不確実性を考慮するために OG

からさらに FGを割引き， OFしか融資しない。

シュルツ等は， GHを内的制限（internalrat10n 

m臥 FGを外的制限（externalrationing）と定

義した。外的制限が存在するとき農業の限界報

酬率は FAとなり，市場利子率よりも AEだけ

Iアシア経済』 XXXVII3 (199(d) 
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大であれば資本制限が存証することになる。

I：足長造はシュルツ学派の資本の限界効率の

推；；f値が高すぎることを批判し，ケインズのい

Q, ζ 

う限界効率 C nを推計することを主張して

I.＇る (ii川 0 Q，二予想、収益、 C ccで資本の供給価

格， n二耐用年数である。

中国農業のコブ二ダグラス型午産関数の計測

事例はいまだ少ないが，ここでは山Il三十阿・

王朝才の省別のクロスセクションによる計測事

l~ 例（表 1）を用いることにする。
資金軍

司fiIに化学肥料の限界生産力を推五十してみよ

函 1 シュルツの資本制限

利
子
卒

Da 

Da 

I, 

（） 
F G H 

（出！折） ｛何事戸支『粁済発展と農業金融』東京大

学出版会 19621下 26ページより’n月L

1・:1jくなる μ

こωような農業における資本制限の実証は，

A 般に以下の方法で行なわれている。今農産物

の生産量を Y，労働をL，資本をK, U也をB

とし，コブ二ダグラス型の生産関数を採用する

J--」，

Y二 ALアBrKβ ( 1 ) 

( 1 ）式から，

aY • , ♂子三A{3K~ 1・LaBr

f AKβ1・LaRr

したがって，

θy n y 
円．

aK ' K 
( 2 ) 

( 2 ）式から，資本の限界牛産力は資本ω汁：産弾

力't't係数Pに資本の平均生産性を乗じることに

よって得られる。そして資本の限界＇t:!'f')jから

資本の限界効本を導山し，この値が利子率より

中l司農村における1（間金融のft民

う。 ILi口・王のデータは1979～82年の 4カ年平

均を山いている。いま29'ti市の平均の農業総生

w舶Y二48.40億元，化学肥料投入量K 34.47 

Jiにであるから，肥料の生産性；は14.0元／kg

となる。化学肥料の午産弾性係数は0.27である
av 

から肥料の限界生産力 は以下のことくなる。
aK 

aY Y H・二0.27×14.0（元／kg)
aK K 

二 3.78，じ／kg

『中国統計年鑑 1989』Ui:4）によると化学肥

料の価絡は標準トン当り 1978年231.0元， 80'.f.

237.0元，同年369.5,c,88年539.9，乙である。

ここで1980年の肥料価格237.0元を採用すると

θY 
二15.949となり， 1-f倒的に貸出金利よりも

θ＇K 
高く，信用割当の存在を証明している。

IスI：の化学肥料の限界生産力の値はデータの

問題もあると忠われるので，よりミクロのデー

タを聞いて資本の限界効率を推計してみようの

「農村住戸抽様調育資料」 (ii：，）によれば， 1986年

の農家 l戸当りの世l定資産は831.96元である。

他方山LJ・王による機械生産性は29省市平均で

3 
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袋 1 省別クロスセクションデータによる

議業生産開数の推計

｜叶帰式岳号

I ( 1 l (2 3) I (4l 

土地 ln(B/L) I 0.10 0.10 0.16 I 0.16 

I W.95) (0.9fi) 1.58) I O .54) 

機械In（ルL) ¥ 0.29 0.29 0.50 I 0.50 

(2. 22) (2.14 (3.01) (2.98) 

化学肥料 ln(F/J,) 0.30 o. 27 I o.27 0.27 

(4.51) (2.63) (4.19) (2.48) 

教育 InE 0.24 0.22 

(0.56) (0.55) 

地減ダミーD 0.33 o.:n 

I. 96) 1(-1. 92) 

定数項 I 0.61 I 1.31 . 1.5s I 1,49 
rn.03l I (4.27) I (7.14l I (4.87) 

決定係数R2 I 0.61 I 0.60 I 0.65 I 0.64 

標準偏差 S.E. I 0.09 i 0.23 I 0.21 I 0.22 
労働の生庄一弾性値 10.31 I o.34 I 0目。7 I 0.07 
一一一一一一一 一一L一一一止一一一一一一L 一一一l一一一一

（出所） 山口三十四・王朝才「中国農業の地

域ftと生産関数」（『農林業問題研究』筑

25巻第2号 1989年6月） 7ページ第

3表。

（／主） 川 1111帰式(1）～（4）は全国290）省司直結

市および自治区について推定したもの
である。 (Iり79～82年0)4力年、｜え均）

(2) かっこ内の数値は t値である。また

教育には減字率（1 JI識す：率）を用い

た。
(3) Lニ労働力（万人）， Bニ耕地（ha),

K＝総機械動力（1000馬力）， F-c:c化学

肥料（100t ）である。

987.8元
一（hpは役帝・商品家南の価格）である。hp 

1986年の役畜・商品家帝の価格は｜：記の資料よ

り334.05，乙であるから，資本（機械）の限界生

産力は以下のごとく推計される。

aY Y 9~7 ：父子一 {3 ・·~ 0.29 ×_:'.;:'.~ 
aK K hp 

987.8 
=0.29×一一一一～＝0.8575

334.05 

いま土屋の資本の限界効率 （m）を推計すると，

4 

m:;;.;.; 0.758 

ただし減価償却期間を10年と仮定している。資

本の限界効率が0.758であるという 4とは，貸

出金利よりも圧倒的に高く，資本制限が存在し

ていることを示唆しているの

さらに化学肥料，機械を合計した資本の限界

効率を推計してみよう。「農村住戸抽様調査資

料」によると， 1986年の調査村 1人当りの化学肥

料投入量は85.13kgて、農家平均人口は5.07人で

あるから 1農家主Ifりの化学肥料投入法は431.61 

hであり，化学肥料価格を0.3695元／kg(1985 

年）とすると化学肥料投入額は159.480元となる。

なおこの場合，化学肥料の限界生産力は10.230

と推計される。

以上の前提の下で資本の限界効率は，

mニ｜固定資産額×（限界生産力 1/10) 

＋化学肥料投入額×（限界生産力 1) I/ 

Cb市l定資産額十化学肥料投入相）

竺 2.121

と推計される。ごの資本の限界効率も貸出金利

よりも圧倒的に高く，資本制限の存在を示唆し

ている。

結局データ上の問題もあり，正確な資本の限

界効率の推社は困難であるが，以上のような推

計は，少なくとも資本制限の存在を示唆してい

ると言えよう。なお，農家レベルのミクロデー

タに不均衡理論を適用して農家の信用割当現象

を説明する新しい方法もあることを付言してお

く（注 61。

（注 1) T •W ・シュルツ著吉Jlc\昌男訳『不安定経

済にがける農業』群芳閤 1949年 216ページを参照。

原著は， T.W. Schultz, Agriculture in a悶 Unstable
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E'conmny (New York: MacGraw Hill, 1945）。

（注2) JIJ本裕美「，i1凶における農業金融改革」（『ア

ジア経済』第31巻第6・7l} 1990年6・7I JJ をささ照

されたいω

（注 3) l:W圭造『廃業経済の社債分析』効t;,:;'J-J,J

19621fc 第2章「農業の過乗IJ就業と資本制限 j 参照。

w: 4) l司家統計局編『中国統司年君主 1989」北京

中｜司統，；1:rntfiin1989l:Jn 

(1主5) l国家統計局編『中国統計一年鑑 1988』北京

中国統計/l¥版社 19側年。

(i主6) こωような分析につt,-cは， G.Feder et 

al.，“The Rel日tionshipbetween Credit and Produc 

tivity in Chinese Agriculture: A Microeconomic 

Model of Disequilibrium，” A mcrican .f，川•， rnal of 

ARricultural E印刷mies, vol. 72, no. 5, Dec. 1990、

pp. 1151 1157を参照されたt¥,

II 農村信用合作社の消Hと改革

L 遜村改革以前の信用社(itI I 

信用社は抗日戦争期に革命根拠地を中心に発

展した。陳甘寧辺［；｛の延安南区fi-作社は1938年

に信用業務会開始し， 43年に正式に信用社を設

なした。解放f.,ZO）信則合作事業は党中央の指導

卜に発展した。 1949年の不完全な統計によれば，

全i吋の解放医には880余りの信用合作組織が存

在した。

1949年の新中同成立後，社会主義改造過程に

おいて信用合作は農村合作経済の重要な要素の

1つであると規定されている。 1953年の中共中

央の農業生産合作に閲する決議（ii2）は，「農業

生産互助合作，農村供舘台作，農村信用計作は

農村行作化0)3つの形式である。この 3つの合

作は相丘に分業し，連携し，促進し，徐々に午

産台作の基礎の｜：に農村経済活動と同家の経済

建設計画を連結し，徐々に生斥合作の基礎の上

に小農経済を改造する j と述べている。、勺時，

if'iiil農村におけるJ＼＇.間金融 ω先11耳

信用合作組織には信用社，供鋪合作社付属の信

用部と信用小組があった。そのうち信用社は信

用合作組織の中核的組織であった。 1955年の統

計によれば，全国の信用社は15.9万に l：り．入

社農家は9000万余に達した。

社会主義改造が終わった1956年以後は，信用

社本来の機能に対する認識が不足していたため，

ある地方では信用社は撤廃され，ある地方では

毘業十l：の信用部になってしまった。これらの措

置は信用社の独立性を損ねることになったの伝

用社は第 1i欠組織改革により，信用合作を正常

な}j向に戻そうとしたが， 1956年以降の伝用社

に対する誤った措置はしかるべき教訓｜を牛かさ

なかった。 1958年ω大躍進期と66年以降の文革

期にもまた同様の誤りがあった。農村の信用合

f'Iは大きな損失を被った。農村金融管理体制は

不汁に権限がド放され，信用社はその独立性を

失ってしまった。人民公社時代の1958年に銀行

営業所と信用社は人民公社信用部となり，人事

権，財産権，資金利用権はすべて人民公社の所

有するところとなった。文革期間中は貧 ・f層

巾毘による信用社管理を実行したが，人事権，

財産権，資金使用権は社隊に属した。これら 2

種頼の信用社管理方法は，形式は異なるが，実

質は同じで，信用社の存在を百定し，農村金融

0）独I]φ性を否定するものであった。しかも貸付

のこげつきが生じる→｝j預金の取り出しもでき

ず，銀行は通貨増発に追い込まれて銀行の融資

活動と市場の安定に大きな影響を及ぼした。

2. 「信用合作社章程準則草案」m:i)

農業銀行は1951年に初めて「信用合作社章程

準則草案」を公布した。この草案は 6章32条か

ら成り，その内容は以下のとおりである。詳細

については本摘末尾の付録を参照されたい。
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第1章総則（第 1条～第3条）

第2章業務（第4条～第6条）

第一3章社員（第7条～第12条）

第4章組織（第13条～第25条）

第5章資金と決算（第26条～第31条）

第6章付則（第：｛2条）

以上のような内容をもっ「信用合作社章程準

則草案」は1957年1月に「農村伝用合作社示範

章程草案」（？主4）として修正・公布された。この

新車案は1111立案よりもより社会主義的な平等性

を打ち出したものであると醤える。この新草案

による主な修正は以下の諸点である。

「第 I泰総則」は大幅に修正され，第3条

の社Hの相互保証責任が全両的に削除されてい

るごとは，ある意味では市HJ協同組合の基本的

性格を損なうものであろう。

「第 2f;'i: 業務」の第4条の実物預貯金の用

語は抹消された。新草案は，「有借有還（借金は

返済する） I 0）原則を主張するとともに，社員の

みならず米加入の貧民への貸出を行ない援助す

ることを規定している（第4章第23条）。 ー方，

旧草案の第4条第2項は信用社に余資があり，

国家が承認した場合にのみ非社員への貸出を認

めている。ごの点も新草案における組織の社会

主義的平等性を反映している。

「第3章社員 lでは第8条が人社費人民元

0.1元，出資金 1日米20～30斤と規定している

が，新草案では数字上の規定はなくなり，出資

金は大多数の社員が負担可能な額を標準とする

と規定している（第3章第8条）。この点もまた

平等性を強調していると思われる。さらに出資

金の分割納付の期限が6カJ]に限定されていた

が，新草案では削除されている（問第8条）。ま

た第9条退干1：規定ては依願退社の場合は年末決

6 

算後 lカ月以内に出資金を返還し，移動による

退社の場合は理事会の許可後1カ月以内に出資

金を返還することが規定されているが，新草案

では 1カ月以内という規定は削除されている。

また社員の死亡時の措置は新草案では削除され

ている。第IO条の社員義務の第4項の新社員獲

得は，新草案では削除されている。

「第4章 組織」 ω第14条は社員大会または社

員代表大会の職権を 6項目規定しているが，新

草案ではf,1用社が設置を求めている工作人目お

よび賃金または補助金を決定することが付け加

えられている（第1章第15条）。旧市案の第15条

にある社員の 5分の lまたは代表の3分の l以

上の請求があれば臨時社員大会または社H代表

大会を開催できるという条項は，新草案では削

除されている。旧草案の第16条では理事の定員

は5～IO人と規定されていたが，新草案では7～

15人と拡大されている。旧草案の第17条は理事

会の職権として本社社員ω拡充と業務計両につ

いては国家銀行の批准を得て執行すると規定し

ているが，新草案ではこの部分が削除されてい

る。また社員の最高信用額の審査も削除されて

いることは平等性の誕明となろう。さらに旧草

案の第18条は新草案では完全に削除されている。

新草案の第3章第16条は用事会の職権として，

(1)剰余分配案または損失補償案の制定，（2）社内

工作人員の指導，業務の経営，日常工作業務の

処理！.｝（~ぴに社会主義的工作の競争の推進，（3）社

員小組の工作の推進への指導等，を新しく付加

している。

旧草案の第20条は監事の定員を 3～9人と規

定しているが，新草案では5～9人と規定され

ている（第3章第17条）。旧草案の第22条は理事

会が監事会の通知を受け取って1011.Li内に異な
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る意見を提出しない場合は通告flに従って執行す

ると規定しているが，この規定は新草案では削

除されている。旧草案の第23条は社員代表，理

事および監事がある決議に同意できない場合は

その意見を会議議事録に記入できると規定して

いるが，新草案の第3章第四条ではこの部分は

削除されている。旧草案の第25条は社員小組を

15人前後と規定しているが，新草案の第3章第

15条では30人と 2倍の規模に拡大されている。

また同25条の第1～4項は，すべて新草案の第

15条では削除されている。この社員小組の規模

拡大は，「大躍進」の「一大二公 (1に大規模， 2

に公有）」の思想の先駆けとみることができる。

なお，新草案では信用社員の工作（第3章第四

条），信用社幹部（社員代表，聞事・監事主任，理

弘監事，社員小組長）の l'rf：任期および連続選

任の承認（第3章第20条）等が付加されている。

旧草案の「第5章資金と決算」は新草案の

「第5章財務および損失処理」でほぼ受け継

がれているが，第28条の第4項は新草案では削

除されている。また問条第S項では出資金の配

吋は剰余の20~＇λ を上限としているが，新草案第

32条では40ぶに改定されている。｜け草案の第29

条は新草案ではすべて削除され，社員の出資金

のみの有限責任に改定されている。これらの修

正も社会主義的平等性への動きを示している。 3

3. 調整期における信用社

1962年11月に中共中央，国務院は人民銀行

総行の「農村信用社の若「の問題に関する規

定J(il_5）を批准し，各地に通達した。調整期の

規定だけに農民の貯蓄を保護する条文がみられ

る。その主な内容は以ドのごとくである。

(1) 信用社の性質，任務および組織指導関係

信用社は農民の資金互助組織であり，国家銀

中国農村における民間金融の発展

行の助手である。信用社の出資金，蓄積および

その他の財産は信用社社員集団所有に属する。

信用社が吸収した預金は預金有に属する。信用

社の資金は独立採算である。僧用社の資金，預

金はいかなる部門も個人も徴発する権利をもっ

ていない。

借用社の主要任務は，本社の範囲内で農村の

遊休資金を収集し，農民の副業生産や生活上の

‘時的な資金難を解決し，農業牛ゐ産の発展と人

民公社の強化と発展を促進することにあるわ信

用祉の資金が余ったときには人民銀行に預金し，

資金が不足したときには人民銀行に供給しても

らう。

信用社の機構設置については，人民公社の範

聞に応じて信用社を設置しでもよいし，経済区

に応じて集鎮に設置しでもよしし伝用社の業務

は人民銀行の指導を受ける。

(2) 信用社の業務経営

信用社の業務は以下の通りである。①農村貯

蓄と公社，生産大隊・生産隊の預金を預かる。

②農民に短期貸付を行なう。資金が余っている

ときには，生産隊に対して一部分は短期運転の

農業生産費用貸付を行なってもよし凡⑨人民銀

行委託業務を行なう。信用ステーションは信用

社の指導の下に農村貯蓄と農民に対する貸付を

扱ってもよいし，また貯蓄のみを披P，貸付を

挽わなくてもよい。信用ステーションの貸付計

画は信用社の批准を経なければならない。

信用社の行なう農村貯蓄，預金業務は以下の

規定に従わなければならない。①農村貯蓄，預

金は「存款白願，取款自由（預金は自主的に，

,JI: I¥しは自由に）」の原則を貫徹し，預金者の秘

密を守る。命令や言いがかりは許されない。②

預金支払準備金を用意し，預金者の引出しを保

7 
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証する。⑨貯蓄は永久に個人ω所れでもあるとい

う政策を実行するの貯苔はいかなる人や単位の

徴発も受けないけ（4）現物貯苔は認めないυ 預金，

貸付を利用する ｝j式て、社隊のために岳民投資を

動員することは認めない什 f,f用社の傾貯金通帳

を社隊にrtして賃金や収益分配に使則したり，

強制貯苔をhなうことはz汗されないり .L＇／卜の諸

点には民民の貯蓄を保誕する迩勢がみられる η

f,1用社のtr，中Iは以ドの規定を＼'fらなければな

らないの⑨｛百用社の農民に対する貸付金は， 5ミ

民の副業＇ j:),lf'や＇t＇活上 （／） 一時的｜本i難の解決を控

助するものであり，民民の｜淘業経甘やその他（／）

f空機出動にrtL出されてはならないω 幹部が借

金できない｜材難があるときは．規定に従ぃ処理

L，特別披いしてはならないの信用社が生活ロ

ーンを貸しHlすときには必ず救済ローンと分雌

L，救消口←ンで解決できるものは解決し， f,i

用社貸付を用いてはならなし冶。（ま f,f間十十の牛J呼

隊に対する貸付は生産費用にのみ用いるべきで，

基本建設，宍金，収iriift配，その他開発性の支

出に用いてはならない。伝用社の貸付は人民銀

行の農業貸付と統一舷排し，生産隊υ）効率的節

約的使用を陵助する。⑨f,lffl社の各種貸付の期

限は最長でも l年を超えないれ（4）信用社の貸付

は政策と規定に従い帯査し，私干IJを｜刈ってはな

らないの（⑤f;I聞社（））九桶貸付は「誰f許証ti里， j'IJ

期帰還（fl¥りた金は，必ず返済する） J の原則に

従う。以上の規定は平等性よりも効率性を噴視

したものと叶える。

f;t用社ω農村貯蕎，預金の金利は人民銀行の

金千IJ と今致させるの伝用社0）貸lit~利は人民銀

行の農業貸山金千ljよりも行干高くなってもよい。

各行・ ili・nmtぺ人民委n会は一定ω金利幅を

規定し， i,,1-H社にそω範同内で確定させてもよ

8 

Po 信用社が行なう人民銀行の委託業務は規定

に従い手数料を取ってよい。

{,i間社は民主集中制を実行するの①信用社社

日代夫大会は全社最高権力機関であり，業務計

l雨， m失処理，財務予算および決算，幹部配~.

幹部福干IJ，幹部首罰，貸出金利等の－1/Jの重要

事項は社員代表大会により決定される。信用社

の帳簿は定期的に全社員に公表する。⑨f,HH社

は全社（）） 日常業務を指導する理事会を設置するり

また会社の業務と財務工作を監脅する監事会を

設置するの⑨f;t聞社は外生産隊で社員小来日を組

織し，貯蓄・貸付政策を宣伝し，社員の要求と

意見を反映する。

信用社の剰余はまず公積金に弁て，貯蓄を哨

加させる。次にー部分を出資金に対する配当と

して社はに分配する。その次に一部分を奨励金

と福？ti金にし、幹部の奨励・福祉を行なうの分

配比率はれ省・市・向治IX:人民委員会が規定す

る。剰余の公積金への充、，J~ は信用社の資本蓄積

を電？見したものであるとJえる。

信用社の幹部は簡素化原則と業務需要に基づ

いて配置するc 経済が未発達で業務量が少ない

地}jでは幹部の人数は少なくてよ L•o 経済の発

達した業務量の多い地方では幹部の人数は多く

してもよいの伝聞社幹部は生産から離脱すべき

であり， f,j用ステーションの幹部は生産から離

脱してはいけなLh。信用社の主任は社員の民主

的選挙により選出される。 fii用社幹部ω待遇

（＼王金，口組（配給食栂）， h¥lJ食品， H用品供給等）

は。人民公社のl斗等級幹部の待遇基準に照らし

て行なう。業務量が少なく利息収入の少ない地

IX U）幹部の賃金は低くしてよいけ

信用社幹部の賃金は伝聞社が支払うの信用千｜：

のぞt産を離脱した幹部のl]栂は国家が供給する。
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信用社幹部の賃金補助は信用社が支払う。補助

額はじ片l付の業務量の多寡に基づき則定する。

信用スτーション幹部には，信用社の賃金補助

を除いて公社・生産隊はその他の補助を与えな

l>0 土れらの諸点も効率性を重視した附置であ

ると λえる。

信用社幹部が頻繁に移動するのはよい4とで

はなし信用社幹部に継続して長期にわたって

信用社以外の業務をさせることはできなLL こ

の措置もまた効率性重視から出たものである。

以上のような現在の信用社改革にも通用する

発想は，文革の発動とともに消え去ったのであ

る。

4. 信用社改革の展望

中国の信用社がロッジデール原則に反してい

る点は以下の通りである（if6）。第 1点は差別政

策・優遇政策を欠いていることである。農民は

出資の有無にかかわらず一様に信用社サービス

を受けることができる。しかも信用社の利潤動

機の高まりとともに社員に対するサービスが放

棄される事態となっている。 1983'rJ二以前は，一

部分の倍用社は株主台帳も失い，一部分の社員

は自らの出資分をも忘れてしまうということが

起こった。 1983年の1i1用社体制改革以来，少な

からぬ地}jは社員サーヒス面における規定を制

定したが，非社員に対する貸出制限と金利調整，

社員に対する優先貸出と優遇金利は盛り込まれ

ていなL、信用社が貸付対象を選択する基本は

利益性，効率の高低等にあり，社員・非社員の

前提は考慮されていなl'o 

第2点は非合理的利潤分配であるの 1983年以

前のF.f用社の長期にわたる低金利政策は中国の

金融体制の高度な集中統一の結果であり，信用

社の社員に対する優遇原則を意味していたわけ

q，国農村におけるJ（間金融の発炭

ではなく，一部の借用社には損失をもたらした。

1983年の信用社体制改革以来，伝用社は経常観

念の強化とともに貸出基準金利O)•jIき土げ，変

動金利の推進を通じて一定の利潤を確保してい

る。しかし利潤分配では信用社の経営者は優先

的地位を占め，社員への分配と集団蓄積は無視

されている。信用社の資金源は社員であり，利

潤と配当の形式で社員に返還すべきであり，蓄

積した利潤も社員に帰属すべきものである。し

かし現実には社員は配当を得るだけである。こ

のほか信用社所有者たる社員は経営の損失に対

して責任を負わない。社員は信用社に対して一

定の出資金を出しているから＊＊出資金に応じ

た古任を取るべきであるが，事実上相応した権

利も責任もない。損失が生じると国家銀行が補

墳し，不足分は帳簿に記載して，懸案となるだ

けである。同時に利潤分配においては徴発，千lj

潤の不合理な使用等がなお存症している。

第3点は民主的管理が行なわれなかったこと

である。信用社管理体制は文革の影響を受けて

全民所有制に急ぐ余り政府・国家銀行の干渉が

多くなったために官営となり，社員の民主的管

理の権利が失われた。 1983年以降「民主弁社，

村員弁社（民i：的に信用社を管埋し，社員が信用

千十を11'理する）」が提唱されているが，実体は形

式的なものにすぎない。

信用社を真の合作経済組織にするために以ド

の点に留意しなければならない。第1に，信用

社の規模が大きし農村経済発展に対する作用

が大きいと同時に，国家経済，金融政策からの

制約もまた大きいことである。信用社は直接間

接に国家貸付日｜画を均衡させる任務を担ってお

り，甚だしき場合には銀行貸付計闘を均衡させ

る道具になっている。特にマネー・サプライを

9 
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引き締めるときに，国家銀行の信用社経営活動

に対する管理は厳しい。現段階では信用社の自

主経営，「多存多ft（削金が＇6'7言で貸出も多い）」

の経営を認めることはできない。たとえ経済金

融情勢が好転しでも信用社のn主経営には限度

カfある。

第2に，銀行・信用社聞の関係が非合理的な

よとである。銀行の信用社に対する高度の管理

は信用社の自主経営権を無視している。特に貸

出審査権，金利変動権等について， JliHlはマク

ロ管理と自らの必要のために借用社の性質と利

益を無視しているc 銀行の｛訂同社管理機能が不

明確で子段・方法も不完全であるために，信用

社が直面している政策問題は解決できない。

第3に‘地方行政の介入が大きいことであるけ

この種の介入を制するためには信用社は余りに

も無力であり，関係法律・監科方法も欠いてい

るため多方面で地方行政に依存せざるを得ない。

地方政府の信用社に対する介入は，機構・行政

収設置，行政指令貸付等を含めて信用十i；の合作

原則の実現を阻んで、いる。

第 4 に，~民が協同精神を欠き，民主的管理

意識も弱く，協同精神，民主意識の賞伝も不足

していることである。

以上のような原閃が信用社の独立的効率的経

営の実現を困難にしている。現在の信用祉の実

質は集同所有制金融企業であるい集団所有制で

あることは信用社を専業銀行から庶別し，信用

社の独立採算・自主経営を質的に規定し，他方

金融企業であることは信用祉を合作経済から区

別している。信用社が真の企業になるためには

利潤の追求を中心として貸出サービスを展開

し，経営管理を強化し，企業化を実行しなけれ

ばならないのそのような信用社の企業化ω手段

IO 

として，近年信用社の株式制化が主張されてい

る（校7)。

5. 灘村合作基金会

1984年末の人民公社の解体以来，人民公社の

資金，資産を元本として農村合作基金会（以下，

合作基金会）を組織する動きが活発化している。

1993年末現在全国で合作基金会の数は12.84Jj

に達し，そのうち郷鎮級合作基金会はl.78万，

村級合作基金会は11.06万あり，会合作基金会

が集めた資金は総頼255億元に達している（淀刷。

以下に河北省唐山市の事例を示す。

河北行間山市の最初の合作基金会は1986年春

遷西県j阿河橋鎮で設立され，お9年現在，全市B

県区が合作基金連合会を設立し， 358の郷鎮級

合作基金会を擁するに至っている借り｝。 358の

郷鎮級合作基金会のうち322の合作基金会は金

融業務に従事している。

合作基金会の経営は以下のごとくなっている。

合作募金会は，郷鎮農経サービス・ステーショ

ンの委託を受けて農村の集同資金を管理する合

作経済組織である。その株主代表大会は董事会

（理事会）を選出し，董事会は独立採算，自主経

営，民主的管理を実施する。制度としては定款

の他に現金管理，資金貸付審査，利潤分配，業

務人員の責任制および賞罰制度がある。その資

金源は，「包乾到戸制（個別経営請負制）」導入

以前の各村の公共蓄積金，「包乾到fi制」導入

後の集団留保，郷鎮集団企業の生産発展・大修

理・減価償却基金、国家が農村集団企業に対し

て減免した租税，郷鎮政府の土地費・資源費，

企業の郷鎮政府に対する上納利潤，郷鎮が徴収

する「以工補農（工業からの資金で農業を補助ず

る）」の資金，郷鎮が徴収する教育費・優待慰

問費・，ttllhi出産褒，国家・地方財政の援農資金，
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個人の出資および個人資金等であり，株式形式

を採っている。その貸付は，農繁，短期小額，

流動資金を主とするとの原則に基づいたもので

あり，国家基準金利に従ってサービス料を徴収

する。その利益分配は免税されており，千lj潤の

70~＇；；.は出資者へ，残り 30ぶは合作基金会の蓄積

に分配されるけ

両級の合作基金会は2.67億元の資金を保有し，

貸出残高は2億3640万元に達している 0988年）。

1988年末には13の県巨什作基金連合会の運営資

金は1.17億元に達し， 303の集団企業， 6392の

r 両Ii一体（専業戸， rf(J.＇，（戸， ~JI：迎合体） I を支

えている。 322の郷鎮級合作JJ.~会出資金総額

は1.5憶元に達し，累計貸付残高は1.6億元に及

んて、いる (19附年）。その内訳は， 1614の郷村集

団企業に対して8000万元， 2379の農民連合体に

対して1584万，c,4706戸の専業ドに対して1919

万元， 4万449戸の農家に対して2696.8万元，

その他の1700の集団・個人経営に対して1449.1

h Jc等である。両級合作基金会ω貸付は2.595

億元の生産を創出し， 1500万元余りの干IJ潤を上

げた (1988{f)I淀10）。

このような合作基金会は，上述のごとく農村

の資金不足を改善し，農村経済U）発展に寄与す

るとともに以 fのような効果をもたらした。

(1) 合作基金会は農業銀行・信用社の改革の

深化と業務の発展を促進した。合作基金会は，

農業銀行・信用社の業務の補完的役割を果たす

とともに余剰資金を農業銀行・ 1i1用社に預金す

る一方，農業銀行・倍用社の競争相手の役割も

mっており，とれが農業銀行・借用社の内部改

革を促進した。 1988年6月にがI北省唐山rTiの農

業銀行・借用社は経営請負責任制を実施した。

その経済指標は，各種預金増加ヰ；，資金利用率，

中国農村における民間金融の発展

資金回転率，焦げ付き貸付金回収率，資金損失

率，資金コスト率， 1人当り平均税控除前純益

増加率である。同年11月末の統i,十でトは全市の農

業銀行・信用社の各種預金残高は15.7億元に違

い前年同期比で2.8億元増加した。貸出残高は

9.1億元に達し，前年同期比で2.7億元増加した。

(2) 合作基金会は農村の財務管理水準を高め

た。河北省情山市では198l'rfから家族請負費任

制が普及したが，それとともに農村財務管理が

混乱して集団蓄積は減少したの全市の農村集団

蓄積は1980年の8.6億元から84年の6.3億元へ減

少した。 1985年に市は全面的財政改革を実施し，

集団資金の郷機関（民経サーヒス・ステーション）

による管現を行なL、集団蓄積は7.2億光に回

復したが，経営管珂の不手際により86年には集

団蓄積は7.08億元に下落した。 1987年下半期か

ら88年までは合作基金会が設立され，資金の管

瑚・貸付機能が完全に実施されたため，集団蓄

積は8.2億元に増加し，合作基金会の集団資金

は1億2299万元に及んでいる。

(3) 合作基金会は資金の流れを調節し，農民

の浪費を抑制したο 例えば， i霊安県は1988年6

月に農民の遊休資金1000万元余を吸収した。

(4) 合作基金会は民聞の金利lを抑制した。こ

こ数年来，！両戸－体 l は民間金融市場に依存

せざるを得ず，民聞の貸出金利は最高2.5ぷ以

上で銀行・ M用社の金利の数｛市ーになっていた。

そこで合作基金会は資金を国家基準金利に応じ

て貸し出し，民間金利を抑制した。

合作基金会の組織の未来像は以下のことくで

ある。第1段階として，合作基金会は農経サー

ヒ、ス・ステーションから分離して独立すべきで

ある。第2段階として，郷鎮級合作基金会は農

村信用社と合併すべきである。第3段階として，

II 
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県から村に至るネットワークをもった資金サー

ビス体を形成する。例えば， j霊安県は合作基金

連合会を設。：し，自己の業務を行なうほか，郷

鎮級合作基金会聞の資金調轄を行なってし通る。

同県においては， 40の郷鎮は合作基金会を設，・，：

し， 5290）村のうち108の村はft作基金ステーシ

ヨンを設立しており，全県12.1万戸の農家は合

作纂金会に1110万厄余を出資し，全資金の 4分

の1を市めている（ii II l 0 

以上の提案のことく合作基金会の民営化が主

張されている。さらには現在他の諸調査からも

示唆されている合作基金会の主たる改革は，①

組織機構と監’見（2）資金位人の管理，＠収益分

配の確定，④経常範I刻の選択，の諸点に関する

ものである Iii12! 0 ④では会見大会あるいは代表

昌大会を組織して庁作基金会の符珂機構・内部

監督機構の設置・人員配置について決定するこ

と，⑥では与｛百は短期で小摘を日とし，農業生

産流動資金不足を解消すること，が挙げられて

，，る。りを）では合作基金会はー輔の株式制の組織

となし，収益分配においては組織全体と例人ω

利益のバランスを考慮することが挙げられてい

る。例えば，阿川千？の統一規定では，台作基金

会の従業見の報酬・ボーナス・その他の九種業

務費用は一般に分配収入の15ぶに抑えるべきで

あり，最高でも20~＇λを越えるべきではないとし

ている。そして，以上のような各支出を差しづ｜

いた残りの純収入は出資額に応じて分配すると

ともに， リスク保証金と公積金の合計より少な

，，公益金を増加させることを規定している。④

では政府が法律・政策によって合作基金会の経

営範同を規制するように主張している。と Biう

のは大多数のfr作基金会は預金業務は行なって

いないが，湖北＇n黄州市合作基金会のように省

I2 

政府から金融改革実験単位として認可を受け，

預金業務を開始した所も出現しているからであ

る。このように台作基金会は金融機関として，

より明確な’r1：栴付けを迫られているのである。

(ij I ) 周，.t,；祥編著「農村財政余融問題』北京中11,1

人民大学：il版社 1985年内

UJ:2) 「中共中央問松発展農業q産台作社lドl決議J

政治経済参考資料f i l尚人！l'.tfl版社 1959年／／周，i:

祥制符 r民十ttt-t政金融／1:J題」c

(iJ:3) 路佳作制『新中国f，；月jf'j-f'F発展簡史』北京

農業：I¥版封 印刷）年 15～2:1ページ参照（

<ii ,t l f,iJL書 67～75べージ。

(it：日） l中同人民銀行総f],t関II:'農村f日！日ti：若干1::1

題1¥1規定’ノ」（路ill祥制「新中凶伝月IA-作ー・＂＂ JI) 110～ 

IBベーシ、

(iJ: 6) Jj水4正f士、I現段階我凶f,i則社性質的探討」

(Ir経済参考」 1989年12JJ4 I J)。

(i主7) 間取・ぷ往1バ・虫学兵「日命中同農村｛調付

的深化改市問題 兼諭110:5士 A-f'F~j/J模式店内J'ft合

（『農業経済問題』 1992＇＜下第 H期）の

(it 8) 隙，'in_:• ,1i!J斌＇・命発展農村合作基金 （i'-Ji?/i），同店；

義I（「中同農村経済」 1992'.J:第 9期）ω

(ij 9) 陽十・張会「浅ぷ農村f.f)~金会 I （『rj］同農

村経済n1989年第H朋）り

（注JO) /,i]U,命文J

W:1 ll /,,J I u命え

(iil2) 仔ljえば．｜涼hn: • NJ斌「諭発展農村{i-作基金

凹 ｛可用組合の経済分析

プレイパーマンニグァシュ (III ）は簡単な信用

組合の理論を提示している。

農民は不確実性のトで生産活動を行なってし、

る。生産には資本と農民白身の労働が必要であ

り， リスクには農民個人固有ーのものとすべての

農民に共通のものとがあるの 11J処分所得は，＇＇＇・

産物Cl）売 Iげから資金返済費用を売しう｜いたも

のと‘借入のうち生産ではなく消費に使間する
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分からなる。以下の記号を定義する。

u：共通のリスク

h：農民個人固有のリスク

。：農民個人の努力

K ：農民個人の資本投入

Ym：利子率

K：借入限度』柏

Y ：農民の所得

α ：借入のうち消費に使用する比率

ρ：生産物価格

V：不効用

E：期待値

生産関数をQ( v, h, a, K) 

効用関数をU（αK,Y, a) =U1 （αK) 

十 U2(Y)-V（α）

とすると農民 1の最適化行動は，

Ma文 U, （αz K;)+EU2(Y) V(a;) 

日.t. Y＝ρ（J, (1 + rm)/C 

Q二 Qj V, h;, a;, (I－α；）K;I 

O ；；：玉 α ； ~l

0三五K；ご三K (3) 

内点解のための l階条件は，

EU; （ρQ」）－ V’＝O (4 a) 

u; K+Eu; lρQi (-K)Iニ0 (4 b) 

u；α＋EU什ρQi(l－臼） O+rm)I 

=O (4 c) 

信用組合に入らない農民の最適化行動を考え

てみよう。その解はKm，αm,(l mても表される。

その時の効用問数をumとすると， αmが大きい

ほど解が求まらない可能性が高くなる。したが

ってαが農民によって高く選択されることが信

用組合の失敗の除悶となる。

次に，農民が信用組合を形成するか，または

中［ii農村における民間金融の発展

それに参加する可能性についてみてみよう。こ

こでは組合のメンバー全員が返済責任を負う。

信用の安全性は組合員全員の共同返済で保証さ

れ，それによって小農への貸付のリスクを分散

させる。返済不能の場合，償還されるまで全員

に対する信用が停止される。これは借入金の返

済率を高める効果をもたらす。

総所得が平等に分配されると仮定すると，信

用組合における農民の行動は以下のごとく定式

化される。

Max i九（αzK；） 十 EU2(Y)-V(a,) 

~1ρ Q； 一 (I+ rc)K;f 

s.t. y二

n 

Q，二 Q;Iv. h;, a;, O一αJK,I 

0芸五 αz三五1
( 5) 

reはグループに課される利子率であるのこ

の定式化では共同返済を採用している。すべて

の所得と借入は農民に平等に分配される。 1階

の条件は以下のごとくなる。

Ell; （ρQ』）
一一一－v’＝O (6a) 

EU; iρQK(-K;)I 
U{K+ =O (6b) 

n 

EU; jpQん（］ αi）一(1十九）l
U川 p十一一一 ~·n -

=O (6 C) 

すべての農民は同様のナッシュ均衡を求める

ので， n伺の 1階の条件が成立する。ここでα，，

a；がグループの他のメンバーに観察できない

ので，モラル・ハザード（moralhazard）の問題

が生じる。観察可能な変数は K； とグループ全

体の生産蛍だけである。ここでは Q； も観察で

きないとする。

13 
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( 3）式と（ 5 ）式の解を比較すると， トレード

・オブの関係は明白である。（ 3 ）式のドでは農

民は1岡別に行動し，その行動に誘発された所得

はすべて確保するが，高い投入財コストと大き

な所得の分散および信用割当を伴うれ（ 5 ）式の

下では農民は低いコストと小さな分散から利益

を得るが，白分の貫献した所得のn分の lしか

受け取ることができない。彼の他の農民に対す

る戦略向＇J行動はナ、ソシ工の非協力ゲ一ムを意昧

し’

低くするつ（ 6 ）式の 1階の条件を（ 4 ）式の最適

解による最適値と比較すると，（6a）式の条件

は伐となり，より低いCi献を表している。（6b) 

式の条「｜は正となり，信用のより大きな部分

が非生産的活動に用いられることを意味する。

(6仁）式ω条件は 11；となり，より大きな信用が

借り人れられることを立味する。

( 5）式による配分は明らかに次善であり，最

適ではない。この問題は共同所有とチームによ

る午産の問題と同仁であり，その分配はパレー

トM,i菌ではない(ii白パり＇I：産物と返済義務が平等

に分配されるような非競争的行動は非効率的で

あるの非効率の原悶は農民の側にモラル・ハザ

ードとフリー・ライダー（fr田 rider）の問題が生

じるよとにある。多くの信用組合の失敗の原因

はここに’帰する。スティグリッツ（J.E. Sti宮litz)

は．これらの問題を解決する監悦（monitoring)

を考人した相互監視モデルを作成している（iE:l I, 

中閣の農村信用社に関しては第II節でみたよ

うに， 1957年の新草案では社員の相互保証責任

を排除するとともに。あらゆる点で社会主義的

平等性が強調されている。この事実はJf：に上述

のナッシュ均衡と同じ問題を信用社が抱えてい

る三とを示しているい信用社は，「内部組織の

14 

経済学」（沌4）からみると「仲間組織」の域を出

ず．企業組織午成に必要な「監倒＋差別賃金 l

を欠いていたのである。

さらに言えばこの平等性の強調は，農業銀

行と信用社の関係を「依頼人 代理人モデル

(principal科 引1tmodel)」の関係に転化させ．伝

用社を民間金融機関ではなくて官営金融機関化

したのである悦5）。

（注1) A. Braverman and J. L. Guasch，“Institu 

tional Anλly日目。fCredit Co operatives，＇’ m The 

E印刷間icAnalysis of Agrarian Institutions. ed. P. 

K. Bardhan (New York: Oxford University Press, 

1989). 

（注2) チームにおけるモラル・ハザード問題につい

ては， B.Holmstrom，勺¥1oralHazard in Teams，” 

Bell Journal of Economics, vol. 13, Autumn 1982, pp. 

324 340を参照されたい。

（注3) J. E. Stiglitz.“Peer Monitoring and Creel-

1t Markets，” in The Economics of Rural Orwmiza 

tion, ed. K. Hoff, A. Braverman and J. E. Stiglitz 

(New York: Oxford University Press, 1993). 

（注4) 「内部組織の経済学 lについては，例えば山

本裕美「内部組織の経済学と農業組織」（同編 rアジア

ω農業組織と市均』アジア経済研究所 1988年）を参照

されたい。

（注5) 山本「中国における農業金融改革」を参照さ

れたし述。

N 農村における民間信用

1 . 温州モデル（花I) 

漸江省の温州市は1980年に金融改革実験都市

に指定されている。開放都市温州市の村および

村以下の家内工業に対する資金供給は，その大

部分を民間r.r用に依存している。民間信用には，

(1）直緩貸借，（2）銀背，（3）私人銭庄，（4）会，（5）社

会的資金調達，（6）非金融機関の貸付等がある。
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(l）は例人間，企業問，企業と個人の間で行な

われているr その利率は市場によって決定され司

高低がある n (2）の銀背は漏州ではもtm仲介入を

窓味する。銀背は伝用の仲介をftなしヘ －定の

F続費を取得する。取づ｜が増加するに従ってiH

rtは兼業から専業になり， F続背の取得はfli金

・貸付の金干IJ去の取得に変化し帳簿を作り，

預金・貸付金千ljをιて，ついには民間金融業者

になっているο この種の銀背の活動l土温州、｜巾お

よび近郊農村に及んでいる Iii2 ）。ノ1(）主；Lt;l，では．

10数Jj元の貸付を釦背に頼めば'I'II与問ないし l

時間で調達できる。

(3)U）私人銭庄は，銀背が半ば公然の1モば'J'：地

下の状態にあるのに対して司政府公認の民間金

融業者であるい 1984年ω冬から85年の脊にかけ

て。 20数人の人々が｜三政府または仁両部門に民

間金融組織の経営をrfI請し. 4人が臨時営業汗

口f,ilf：を得て夜、人銭庄を設伝したのそしてそのう

わ3つの私人銭庄が常業を開始Lた。しかし，

19回年後＇ j':に金融組織の投ir：には人民銀1丁U),{I

11fが必要であるという則定が通達されたので，

私人銭庄は常"t停止・清算に追い込まれたい

(1）の会はft会の形式で資金を調達する中国伝

統の資金f正肋組織であるけ資金の使途は住七建

設，結婚，耐久消費財等の購入にある。しかし，

ほとんどの場合はi,"村ljで牛ム産・経常資金を人子

する会となっているの会0）名称は緊会，揺会，

成会，標会等となっているの会の規模には千店

会，万元会．数十万足会があるの会期には） j々

会，半年会，年々会があるり全期間でみると 1

年， :l Sf, 5年， 8ifのものがある。現在沿海

6県（di）における会琴加者数は数トJj人を卜

らない。会の総規開は億元台に達しているわす

でに合会を寺門に経営する会主が山問、しているり

q，［吋農村におけるJ(r,111そ触の発展

(5）の社会的資金調達は温州では早くから実施

されているの統バ｜べil:l1＇こよれば 1985年 6Hまで

に社会的資金調達を行なった金業は2887に達し，

令巾ーI：向企業総数の18ぶに及ぶ。その調達頼は

I{志；597o;;;cに達し，これら企業の保有資金ω

30ぷを，1iめている。これらの企業の大部分は郷

鎮企t:；件楠経済連企体であり，その企業数は

2141 ( 'i千件以）74.2~＼~），調達資金は 1 億2866Jj元

（全体0)80.6~＇.，）に達しているの 七要資金調達形

式は株S¥, I直持出資，プロジェクト作資金調達，

臨時的調達である。調達資金の用途をみると70

ぶが流動資金に， 30~＇；；がI基本建設に使用されて

し、るけ調達資金の分配をみると配吋，手IJ潤は一

般的に尚く．ある配当は月刊25~－，干でその上干lj潤

分配もあった。農村の経済連合体（集資連台経常）

はー般には利子払いと利潤分配を採用せず，税

控除後の干lj潤を株式に／，r,；じて完全分配している。

(G）は各種の企業事業単位が保ff資金，銀行・

信用社の貸付金を利用して貸｛詩業務を行ない，

利子収入を得ていることを意味するの特に農村

の各樟服務公司，｜ズ・郷常工業服務公司，軽工

業部系統の｛共鏑服務・労働服務公r,J,Iベ・郷常

生産：服務公 IiJ等は，郷財政の借款，，fl；利率の街

全により，さらには公日lと所属の郷鎖企業，家

内 l：業の資金を利用して貸付を行なっている。

例えば．平｜喝県騰蚊I天帯渓工業公，，Jは1984年

に設。：され，経常は各戸別である公ロjであるが、

85年の資金源は郷政府投資 I万Jじ，財政支出 I

Ji ,c，銀行貸付金：i制 j元， f丙用社貸付金 2万

y乙に及び，その上月千lj1 ぶで国金9.7 Ji元を集

めた。これらの資金は累計291戸に貸し付けら

れ，貸付総舶は36.8Jj元，金千ljは月利lI. 5~＇λで

あったい騰蚊区にはこの種の公訂lが4つあり，

19同年IHJまでに貸付残高は55Jj元，金不lj差収

Iラ
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入は 1万5807元であった（注4）。平陽県と蒼南県

ではこの揮の公司は農村に持及し，現地の信用

社と激しい競争を展開しており，中には信用社

の規模を超えるものも出現している。

2. 湖南省常徳地区の事例

湖南省常徳地医の 120戸調査(it5）によれば，

貸借戸数は1983年0)52戸（全戸数の43.:U；与）か

ら85年o)74P（同61.67~＇；；）に附加している（表

2）。 1986年上半期には貸借件数は387件，貸借

金額は 2万川26元に述している。 1戸、1,りの件

数は1983年上半期の2.4件から85年上半期の2.0

件に減少したが， 86年上半期には3.3件と増加

している。 1戸当りの貸借金額は1983年仁半期

の102.0元から同年仁半期の106.0元， 86年上半

期の 23：~ 1じへと増加しているの 1件当り 0）貸借

金額は1983年上半期の42.5比から86年上半期の

70.6元に噌加している。

1戸当りの貸借金額は1983年の221元から85

Ifの353元へ増加している。また，同120戸調査

によれば， l 戸当りの貸借金舶の貨幣総収入に

占める比率は1983年の4.26：λから85年の4.79ぶ

へ上昇している。貸借金額に，1；める民間信用と

銀行・信用社の信用の比率は1983年の99.6ぶか

ら85年の36.0むに低下し，民間信用の比重が大

きくなりつつあることを示している。

湖南省j豊県の賞万，夢渓，塩井の46戸調査(i主6)

によれば29戸が貸借していたが，民間金融の市

場は省外にまで拡大している。 1986年上半期の

貸借件数は118件で，貸借金舶は 2万7300元に

達している（表川。件数からみると村外（他村）

41件（全体の34.75~＼；：），村内26件（同22. 03~＇ユ），

郷外（1県内） 24件（阿20.3,1 ；＇，；.），県外（行内） 20 

件（同16.95；；，；：），省外7件（問5.93；；；；：）の順であ

った。他｝j，金額からみると司村外9100元（令

体の33.33~＇，；：），郷外56007己（同20.51ぶ），県外

5480元（同20.07お），村内5220元（同19.12ぶ），

省外1900元（6.96；＇.ト）であった。

件数，金額ともに村外が第1位であったこと

は注目に値する。また 1件当りの貸借金額は県

外274JG，省外271.4元，郷外233.3元，村外

222.0元，村内200.8元の順となっている。

同461i調査によれば，信用形式は1986年上〉γ

期の173件のうち，直接信用方式が137件（全体

の79.1!-l~＇，），間接f,i用方式が：~6件（ I•む0.81:,;:

表2 湖l干i'fi常徳地｜ズ 120戸の農村民間信IH調査0983～同年） 貸借件数・金額

貸借戸数

I ~1983 下 1984
1 -52 ・－－寸 63

下目上f里二
総戸数に，＇ iめる lrflt戸数の比，＇f(%) 4:L：ひ I 52.50 61.67 

貸借件数 ! 

貸借金額（元）

1戸川りの件数

1 pf当りの貸借金傾（元）

1戸当りの貸借金額（通年）（元）

貸借金制に占める銀行・
f,H刊社信用の比率（%）

2~~ :~: I 山 I35; 
99 . (i I :i9 . 8 I 36 . 0 

387* 

28,026* 

:L3* 

233* 

…一一一一l一一一一 I 一一一一....L一一一一一一一一一
（出所） 陳政「対当前農村自由借款問題的肴法.I （『幾業経済問題』 1986年第12期）から作成。
（注） ＊件年の L'j':J哲lの数字である。

16 
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中国農村における民間金融の発展

褒 3 湖南省根県3郷鎮の46戸の農村信用調査(1986年上半期）一一貸借範囲

日十 省外

貸借戸数 29 

貸｛背件数 118 7 

(100. 00) (5. 93) 

貸借金額（元） 27,300 1,900 

(HJ0.00) (6. 96) 

（出所） 表2と同じ。
（注） かっこ内は比率（%）れ

を占めている（表4）。直接信用方式は貸手と借

手の直接の貸借を意味する。他方問銭信用方式

は，標会，揺会，銀背，私人銭庄の伝統的金融

を意味する。標会は入札制の下に最高の利息を

提示した者が最初にその金の使用権を得る信用

組織である。揺会は抽選により集めた金に対す

る利用順位を決定する信用組織である。一般的

に毎月または半年ごとに行なわれている。銀背

は資金の市要者・供給者双方を仲介する人が資

金から一定の金頼を取る方式である。私人銭庄

は比較的規模が大きい民間の金融組織である。

以上のような伝統的農村金融が復活しているこ

とは注目すべきことである。

同46戸調査は金利の資料も提供している。金

表4 湖南省湾県1郷鎮の46戸の農村信用調査

(1986年上、ド期）一－ttfll形式

信用形式

直懐古7用方式

間接信用方式

計

(:Jl所） 表2と同じ。
（注） かっこ内は比率（%）。

件数

B7 

(79.19) 

36 

(20.81) 

173 

(100. 00) 

県外 郷外 村外 村 内

20 24 41 26 

(16. 95) (20. 34) (34. 75) (22. 03) 

5,480 5,600 9,100 5,220 

(20. 07) (20.51) (3:{. 33) (19 .12) 

利は月利で15ぶから24おの範囲にわたっている

が， a般的には20~＇ょ以上であると L汁。もちろ

んこの金利は銀行の金利より高いことはいうま

でもない。ただし利息償還方法は，食物プラス

現金の方法が採用されている場合がある。 1986

年上半期の利息償還をみると57件中18件が食物

で返済されている。金額ベースでみると4730元

中1560元が食物で返済されている。

また 1件当りの金額は2400元から80元の範同

にわたっているが，さらに詳しく述べると以下

のごとくなる。 1986年上半期では100～500元88

件（全体の50.87~＇；.）， 500～800元32件（同18.50

~';;:), 800～1000元23件（悶13. 29 ;;;; ) , 1000元以

上18件（同10.40~＼，）， 100Jt:未満12件（同6.94~＇.－；）

である（表5）。

岡崎戸調査は貸借機関のデータ (1986年上半

期）も提示している。期間 1年未満78件（全体

の45.og;;,,J, 1～2年58件（同33.53:e'，λ）， 2～3 

年3lf'Iこ（同17.92;',,), 3 ',f以上 6 件（同3.47~＼，：）

となっている（表6）。なお最長期間は 4年，最

短期間は20日であった。

同46戸調査によれば，資金ソースは以下のご

とくである。 1986年上半期の貸出金額は 4万

1700元に達しているが，そのソースは農民ω手

持現金2万3700元（全体の56.83~＇，，：），銀行・倍

17 
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褒 5 湖南省j豊県3郷鎮の46戸の農村信用調査

(1986年上半期）一貸借金額

貸借金額 件数 比率（%）

1,000元以上 18 10.40 

800～1,000元 23 13.29 

500～800元 32 18.50 

100～500元 88 50.87 

～100元 12 6.94 

日十 173 100.00 

（出所） 表2と同じ。

表6 湖南省i竪県3郷鎮の46戸の農村信用調査

(1986年上半期） 貸借期間

貸借期間 件数 比率（%）
一 一一 一

3年以上 6 3.47 

2～3年 31 17.92 

1～2年 58 33.53 

～ 1年 78 45.09 

計 173 100.00 

（出所） 表2と11,Jじり

表7 湖南省j聾県：t郷鎮の46戸の農村信用調査

(1986年上半期） 資金ソース

資金ソース 金額（元） 比率（%）

農民の手持現金 23,700 56.83 

銀行・信用社預金 15,200 36.45 

銀行・信用社ローン 600 1.44 

民間又借り 2,200 5.28 

計 ,11. 700 

（出所） 表 2とl司じ 1

用社の預金 1万5200元（同36.45ぶ），民間又借

り2200元（同5.28ぷ），銀行・借用社ローン600

元（同1.44ぶ）であった（表 7）。

同46戸調査によれば，借入日件 1万4400元の

用途は以下のごとくである。 τ工爆竹製造5400元

（全体の37.50~＇λ），運輸・販売5100元（同35. 42~';;) , 

18 

裏目 湖南省j豊県3郷鎮の46戸の農村信用調査

(1986年上半期）一一ローンの用途

ローンの用途 金額（元）

農業

尚 ・'4:
運輸業＊

ぱ爆竹製造

その他

計

（出所） 表2と同じ。

（注） ＊販売も含む。

300 

2,800 

5,100 

5,400 

お（）｛）

14,400** 

車＊借入件数55件の金額。

比率（%）

2.08 

19.44 

35.42 

:W.50 

5.56 

100.00 

向業2soo)cc同19.44；λ），農業300元（同2.os；；λ）

であった（表8）。

（注 1) 衰恩検主編『温州模式典富俗之路』上海上

海社会科学院出版社 1987年，によるところが大である。

また温州モテールの社会学的分析については中生勝美「漸

江省温州の民間金融と農村社会」（「アジア経済』第33巻

第9号 1992年9月）を参照されたL、。

（注2) この銀背が正にガーレイ ショーが指摘する

金融仲介機関の役割を果たしていることは興味深い。 J

G. Gurley and E. S. Shaw，九1oneyin a Theoηy of 

Finance (Washington, D. C.: The Brookings Insti-

tution, 1960). 

（注3) 衰恩禎主編「温州模式・・目…』 107ページ。

（注4) 同上書 107～108ページ。

（注5) 陳政「対当前農村自由借款問題的肴法」（『農

業経済問題」 1986年第12期）。

（注6) 向上論文。

V 「会」の経済分析

1 . 温州市の「会」の事例（波1) 

会は中悶古来の資金互助組織であり，住宅建

設，結婚，耐久消費財の購入等のための支出を

賄うものである。合会形式の多くは高金利で生

産・経常資金を調達する組織に転化している。
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従来，会の全体のデータを示した文献はほと

んどなかったが，以Fに3種類の会を提示しよ

う。表9は11人の万元来会（後悌会ともいう）

の計算表である。本会は会主 1人，会脚（会員）

10人から構成されており，半年ごとに聞かれ全

会期は 5年半とする。会主は優先的に初回会金

にl万500元を取得し，次［tt］からの支払い金は

ii叫1JJOO元す、つ減少していく。会脚 1～10は順

次f！｝会（落札）し，会脚 Iは毎回1500元支払う。

会脚は 1～10までの毎juJO）支払い金額は1500～

600元で100元ずつ減少している。会の開催は会

主が会脚の意見を開いて決定する。会金は 5カ

月以内に決済し， 1日遅延すると罰金5～10元

を支払わなければならない。会脚10の利息収入

は4500元で月干IJ2.27ふとなるつ

表10は2万元成会ω日｜算表である。本会は会

主l人，会脚50人から構成されており，毎月 1

回開催され，全会期は51カ月に及ぶ。会主は優

先的に初回会金 2万元を取得し，以後毎月400

中国農村における 1－.＇.間金融O))n~

元支払う。会脚は得会前は毎同会金400；じ支払

L、持会後は毎回800元支払う。会脚50の千IJ息

収入は lJi9600元で月利約3.84ぶである。

表11は千元標会の計算表である。本会は会主

l人，会脚32人から構成されており，毎月10日

の昼に開催され，全会期は33カ月である。会主

は優先的に初回会金を取得し，以後毎月10日に

会金：10広を支払い，入札はしない。毎月入札を

l同行なL、会脚は入札で競争して得会L，以

後は入札はせず固定会金30元を支払うほかに毎

回利息も支払わなければならない。最後の回の

会脚の利息収入は316.51元で月利約1.88；；＇；；であ

る。

以上の3種類の会における最後の回の会脚の

利息はそれぞれ月干1J2.2nλ，：~.84ぶ， l .88~＇.λで

あり， 19伺年の 3 年定期預金利率月干IJ0.69~＇斗，

S年定期預金利率月利0.78~＇；〆トよりも高 l>o さら

に会の利準は民間の貸借利率よりも低い。ここ

に会が隆盛を極める最大の理由があるのである。

表9 11人の万元「夜会」
（単位．元）

一一
支 払会金

l同 2回 :l l11J ,J l11J 5回 6戸l 7 1111 8 [11] 9回 10阿 11同 額総額

;,, l 得 会 1,500 ], !00 1,300 l, 200 l, 100 I, 000 900 800 700 600 10, 500 

会脚l 1,500 得 会 1,500 1,500 l, 500 1,500 l, 500 1,500 1,500 l, 500 l, 500 15,000 

2 ! l, 400 l, 400 i寺会 1,400 l, 400 l, 400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 14,000 

3 I 1,300 1,300 1,300 ｛導会 l, 300 l, 300 l, 300 1,300 1,300 1,300 l, 300 13,000 

4 l, 200 1,200 1,200 1,200 1す目 三五〉 l, 200 1,200 1,200 l, 200 l, 200 1,200 12,000 

l, 100 l, 100 1,100 l, 100 l, 100 得会 1, 100 1,100 1,100 l, 100 l, 100 11,000 

品 1,000 l, 000 1,000 I, 000 l, 000 l, 000 ｛寺会 l‘000 1,000 ], 000 I ], ()()(} IO, 000 

900 900 900 900 900 900 900 /'.t 会 900 900 900 9,000 

8 800 800 800 800 800 800 800 800 i与会 800 800 8,000 

700 700 700 700 700 700 700 700 700 得会 700 7,000 

10 600 600 600 品00 600 600 600 600 600 600 ｛専 6,000 

（出所） 表恩禎l主編 r温州模式典富俗之路」上海 上海社会科学院出版社 1987年 104ページ

表1より引用。

IO, 500 

10,500 

10,500 

10,500 

10,500 

10,500 

IO, 500 

10,500 

10,500 

IO, 500 

JO, 500 

19 
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表10 51人U)2万冗「成会」
（単位：元）

収入会 支払会 収入会 支払会 収入会 支金払総主穫主U｜ 収入会 支払会
金総書fl 金総額 金総額 金総額 金総衛 金総額金総額

会主 20,000 20,000 会脚13 24,800 34,800 会脚26 30,000 29,600 会開39 35.200 24,400 

会脚 l 20,000 :i9. 600 14 25,200 34,400 27 30,400 29,200 40 35,600 24,000 

2 20,400 39,200 15 25.600 34,000 28 :m.800 28,800 41 :16,000 23,600 

20,800 38,800 16 26.000 33,600 29 :n,200 28,400 42 36.400 23,200 

4 21,200 ：｛丸，1()() 17 26,400 33,200 :m 31,600 28,000 ,13 :{6, 800 22,800 

5 21,600 38,000 18 26.800 3：｛，約00 31 32,000 27,600 44 37,200 22,400 

6 22,000 :n,600 19 27.200 32,400 32 32. 400 27,200 45 :n,600 22,000 

7 22,400 :37, 200 20 27,600 '.{2, 000 :n 32,800 26,800 46 :{8, 000 21,600 

討 22,800 :36，お00 21 28、000 31,600 '.{4 33,200 26,400 ,17 :m,4oo 21,200 

9 2:1, 200 :~6. 400 22 28,400 31,200 :l5 33,600 26,000 48 '.{8, 800 20,800 

10 23,600 36.000 2:i 28,800 30,800 36 34,000 25、600 49 39.200 20,400 

ll 24,000 35.600 24 29.200 30,400 37 34,400 25,200 50 :{9, 600 20,000 

12 24‘400 :{5, 200 25 29、600 30.000 :18 34,800 24,800 

(l!J所） 長9とltiJじ (105ぺーシ表 2）し

表11 ：ロ人の r,じ「標会 I
（単位・ ,cl 

1別 II 標息＊ i写会金額 期 II 炉ヲす ペ内ミ与、＊ ｛与会金額 日 標息＊ 得会金傾

1982/討／10 * :t 990 7 /JO 13.10 l, 091.86 6/10 7.82 1,214.28 

9/10 12.50 990 8/10 7. ]() l, 104.96 7/10 9.00 J, 222 .10 

I 0/ 10 5.お（） 1,002.50 9/10 7.70 1,112.06 8/10 11.50 ], 231 10 

ll/10 7.26 l. 008.30 10/10 14.81 1,119.76 9/10 9.10 1,242.60 

12/10 約 10 1,015.56 II /10 12.05 6.51 1,251.70 

1983/ I /I 0 12.50 I, 023.66 12；’10 12.20 l, 146. 62 11/10 7.50 1,258.21 

2/10 7.19 l, 0:16.16 1984/ 1/10 5. J:l I, 158.82 12/10 ぉ：30 I, 265.71 

:v10 12. :30 I, 04:3. 35 2/10 9. 15 I, 16:3. 95 1/10 お.30 ], 274.01 

4/10 7.80 1. 055.65 :3/10 17. :10 I, 17:3.10 2/10 7.20 1,282.31 

5/10 12.80 1,063.45 11/]0 7.78 l. 190. 40 :3/1() 17.00 1,2お9.51

6/10 15.61 1,076.25 5/10 ](j. ]() 1,198.18 4/10 尾会 ], 306.51 

(/1＼所） 表9と同じ（106ページぷ：l),

(ft) ＊ 治札したときの千IJ,むわ

2. 旧中国における「会」組織(ii2 l 

(]) I輪会 l

II l中同における会は会金取得方法により輪会，

師会。標会に分知3れる。輪会は l人＇＂次輪収 l

1tに利，むを支払うからである。輪会には，会を

組織する首会がJC金のみを償還し利息を払わな

L、！LI.rt:輪会と，首会が託金と利息を支払う新式

輪会があるわ

U)jl；といわれ，会t=l.cl)m会0)/lffj作をlt占初に決定

し変更は許されない。会金は得会O）！手い1"J・ほ

ど多く， .i1tい行ほど少なし ，，，なぜなら，iif者が後

20 

IH.1-・＼＇.輪会の会余分配表は表 12にボされているの

この例は30元 7人輪会であり，首会は 1lnl日に

併会し，初j同会金はそれぞれ， 2会7.50元，：1
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会6.50元， 4会5.501c, 5会4.50）ι6会3.50

7じ，末会2.50元である。首会は得会後第2回の

公金7.50元から順次 1厄ずつ減少した会金を第

7凹の2.50元まで支払い，拠出金総額は30元で

利息を支払わない。 2会は 2回目に得会し， 3

～7回は l回目と同じ会金7.50元を支払い，拠

山金総額は45元となる。同械な支払い方法に従

い，各会員の拠出金総舶は：i会：19）乙， 4会33元，

5会27元， 6会21元，末会15元となる。 2会～

4 会は利息を支払い， 5 会～~会は逆に利息を

受け取る構造になっている。末会は30元の得会

額に対して拠出金総額は15元で，差し引き15元

は利息収入となっている。

30元7人輪会の新式輪会の会金分配表は表13

に示されている。首会はJc金十利息を支払う o

t'i会は 1回目に得会し，それ以降毎回7.50元支

払う結果，拠出金総舗は45元となり， 15元が利

息となる。 2会は初回に7.50元の会金を支払い，

2回目に得会し，以後毎回6.50元支払う結果，

拠出金総額は40元となり，そのうち10元が利息

となる。同様の支払い方法てや各会員の拠出金総

中国農村におけるJ亡間金倣ω発展

舶は 3会35；乙， 4会30元， 5会25元， 6会20元，

未会15元となる。以上要するに首会から 3会ま

では利息を支払い， 4会は利息支払いゼロとな

り， 5会～末会は利息を受け取る。

新式輪金と旧式輪会の相違としては，旧式輪

会の4会は3元の利息を支払うのに新式輪会の

4会は無利息であり，旧式輪会の 2会， 3会の

利息支払いが，新式輪会の 2会，：i会の利息支

払L、より多いという事実があるが，このことは

新式輪会ーの利息の低いことを意味している。こ

れは肇寛新式輪会の首会が元金＋利息を支払う

ことに依るのである。

(2) 「格会」

他会は， f写会の順序が3個， 4個あるいは 6

｛同のサイコロを用いて決められるという特徴を

もっている。揺会には堆積会と縮金会がある。

堆積会では首会が元金のみを返済するだけであ

るが，縮金会では首会が元金十利息を支払う。

そして格会の会金は得会の前後において同一で

あることを旨とする。

いま堆積会である11人100元会の会金分配表

表12 「旧式輪会」の事例 30元7人輪会
（単位 JL) 

拠 出 金
実収金額

拠出金総額
拠出金総額

1同 2凶 3回 4回 5凹 6凹 7回

首 会 30.00 7.50 6.50 5.50 4.50 3.50 2.50 30 。
2 i』三 7.50 30.00 7.50 7.50 7.50 7.50 7.50 45 一15

3 i』コ言 6.50 6.50 30.00 6.50 6.50 6.50 6.50 39 - 9 

4 f. 、 5.50 5.50 5.50 30.00 5.50 5.50 5.50 33 :~ 
5 ~ 4.50 4.50 ・1.50 4.50 30.00 ,1. 50 4.50 27 + 3 

4'コて． 3.50 3.50 3.50 3.50 :L50 30.00 3.50 21 十 9

末会 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 30.00 15 十15

（出所） 清水盛光「中国郷村社会論』岩波書店 1951年 504ベージ。
（注） 旧式輪会では，首会は「選出無息（元金のみ支払い，利息は支払わない）」の方式に従う。「実

収金額拠出金総額」は筆者が付加した。
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表13 「新式輪会」 ω事例 30元7人輪会
（単位．元）
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褒14 「揺会」（「堆積会」）の事例一一11人100元会

実収金傾

拠出金総額

10 

;) 

0 

+ 5 

+IO 

+15 

（単位；足）

拠出金
実収金額

一一一一l~i~6 ·~一一一「一一 拠iI＼金総徹

1 11'1 2回 3回 4四日 阿 71司 8回 9回 10回 11同
拠出金総額

首会 100 10 10 10 10 10 10 10 10 10 100 。
llO 

2会 10 10 12 12 12 12 12 12 12 12 12 128 一18

ll2 
3会 10 10 10 12 12 12 12 12 12 12 126 14 

ll4 
4 コんτ4 JO 10 10 10 12 12 12 12 12 12 12 124 10 

116 
5会 10 10 10 10 10 12 12 12 12 12 12 122 - 6 

118 
6会 10 10 10 10 10 10 12 12 12 12 12 120 2 

120 
7会 10 10 10 10 10 10 JO 12 12 12 12 118 + 2 

122 
8会 10 10 10 10 10 10 ; 10 10; 12 12 12 116 十6

124 

9会A引ムム什, : 10 10 10 

10 10 10 10 10 10 12 12 114 + 10 

10 I 10 1~ l~ 10 10 12 112 t 14 
128 

本 10 10 10 1担 I 10~_1 .~ ... ~ ·~~. 旦空←ー十！とー 」－ーー一ーーー 戸ーーー~

（出所） 表12と問じ（508ページ）。
（注） 堆積会の利息は2元とし，首会は元金のみを返済し，利息は支払わない。「実収金額一拠出金

総書flJ は筆行が付加1したc
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が表14に，J（されている。利息は 2Jt:で、あると仮

定する。れよ会は初同に得会し，その後毎阿l()jじ

支払い，拠出金総舶は100元になり，干IJ,息は支

払わない。 2会は 2[1-ilHに持会するが，得会摘

は110,cで、自己の会金10元を差し’）｜き， lOO;cと

なる。 2会は：i!11) ti以後は毎［r司会金12元を支払

い，拠山金総加は128）じとなる。：i会は 3~ii ti 

に持会するが， j寺会額はl12Jcで、l’lしょの会金10

JCを差しr.Jlき， 102元となる。 3会は 4同日以

後毎｜口l会金127i:を支払い，拠出金総組は126元

となる。 j，＿；］械の支払い方法により，末会の拠出

金総額は1IO元となる。

利息支払いからみると，首会ゼロ， 2会18元，

3会14Jc, 4会HlJc, 5会 6j己． 6会2jじて、あ

り，他方干IJ息受取りからみると， 7会2,c, 8 

会6元， 9会IOJi, 10会141c，；友会1わじとなる。

次に11人100）じの納金会の会余分配表をみて

みよう（表15）。首会は初［1i）に持会し， Uni日以

降毎｜叶127じを支払い，拠出金総額はl20冗とな

る。 2会は 2l叶日に侍会し， j号会棋は100花か

ら白己の会金お.8icを差しサ，，サニ91.27i:となる。

つまり初ドl[U）会金は10元であったが， 2同日の

会金は1001じから首会の会金121じを差し’JIいた

額を10人で分担するから8.8R：となる。 3～ 9

1i-11 Hも同様ω支払方法によるが， JOlu［日には首

会の会金12元と 2会～ 9会の会金11.2元を｝JI]え

ると101.61じとなり、 10会のf＃会舶を100元とす

ると，残り l.61乙を10会，末会に利心、として肱

り分ける形になっている。また111口IHの末会の

好会額は102元となっている。このように納金

会では首会以外の会員の会金は得会以前・以後

でも同を重ねるにつれて縮小することになるた

め、縮i,会と呼ばれているのである。

実収金制と拠出金総額との差額をみると，凸一

中｜可農村における民間金融ω発！民

会 20.007じ， 2会 24.00元， 3会← 20.44元，

4会 16.44）じ， 5会 11.87元， 6会 6.54元，

7会 0.14元， 8会十7.86）じ， 9会十1s.s3,c,

IO会十30.53Ji.;, .,K会十42.53元となり，前会～

7会は利息金支払い， 8会～友会は利息を’受け

耳立ることになる。

(:l) 「標会」

標会は I奪椋（俊勝する） Jの意味を有してい

る。持会者と得会額を決定するために毎l而l入札

を行なう。同会が初ドlに｛写会し， 2同日以降会

討は干IJ息頼ω人札を行ない，最尚額の入札f,・が

得会する。したがって標会は投機的要素が非常

に強いという特徴をもっている。それゆえ往々

にして会が潰れる危険性をやんでいる (i!:J）。伝

統的には所得水準の高い都市部で発達したc

3. 『会」の経済学的分析

文化人頬学fi・ギアーツ（C.G凹 rtz)m 1 lは，議

（中凶では会）を伝統的価値体系に基っく動機付

けから近代合用性に基づくそれへの転換におけ

る1つの「中間的踏棒j と規定する。そして，

講は経済活動の純粋分化と伝統的価値の維持と

の相似する力を均衡させるとともに，前者が合

均的経済fj二動様式を促進する機能を有している

とみる。

しかしながら，講は，金融市場が未発達のた

め参加肴が容易に金融巾白場へアクセスできない

場合に組織され，少人数の単純な組織形態のも

ωに限られるので，それが寄与できる範同や経

済活動ω水準には限界がある。市場の発展とと

もにより発達した講では，伝統的要素は後返し

て法的経済規制が強化され，企業化し， ｛，i片1協

同組台，信用金庫，相互銀行に進化することに

なる (if'5) 0 

こω講は ROSCAS (rotatin宮崎vings and 
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（出所） 表12と同じ（509ページ）。

（注｝ / 1) 縮金会の利怠は 2元とし，首会は元金＋利息を支払う。『実収金額 拠出金総額」は筆者が付加した。

(2i 10回の会のとき，首会から 9会までの拠出金が合計101.6元になったために， 0.8元ずつ10会と末会に利息として与えられた。

(3) 11回の会のとき，末会は 2A.の利息を得ている。
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credit associations）と呼ばれており，その実証分

析は数多くあるが，理論的分析はギアーツ論文

以来皆無と，；って良いほどであったが，ベスリ

ーニコーツ＝ローリー（T.Besley= S目 Coate=G.

Loury）が先鞭をつけた (if6）。彼らは，個人があ

る不可分性の耐久消費財購入のために貯蓄する

多期間モデルを作成して分析した結果，；欠のよ

うな結論を憎た。議またはサイコロ等によって

ランダムに順番を決める講も入札によって当選

11を決める講も，信山市場を利用で、きないとき

その会員の厚生水準を高める。そして妥当な効

用関数の下では，個人が同じ選好をもっ場台に

はランダムな配分が選好される。この結論は個

人が同質でない場合は成立しないの彼らはさら

に，これら 2つの講の配分は効率的でないこと，

個人は入札による講よりも信用市場を利用する

場台にそω厚生水準が高まること，ランダムな

配分による講は信用市場における場合よりも高

しh期待効用をもつかも知れない三と，を結論と

して挙げている（注引の

「内部組織の経済学」から会を分析してみよ

うc 第 Iに漏州市の緊会は旧中｜玉｜の旧式輪会に

相当するものである。旧式輪会の首会は元金の

み支払い利息は支払わない。他の会員について

みると得会の早い者は利息を支払い，得会の遅

い者は利息を受け取る。会員は得会までは預金

者であり，得会以後は債務者となる。首会はリ

スク回避者であり，他の会員は利息を支払うリ

スク中立者と利息を支払わないリスク回避者に

分けられる。代理人がリスク中立的であるとき

グループ・インセンティブが働くりこのような

インセンティブ・システムのドでは，グループ

の割則が存在するとき最適解が得られる。旧中

l五！の場合，村の社会的規制が強かったことが旧

,1,1司農村における民間金融の発展

式輪会の隆盛をもたらしたといえる。会員につ

いては，得会の早いリスク中立グループが支払

う利息を，得会の遅いリスク凪避グループが受

け取るシステムになっている。リスク回避者に

対しては監視が必要となる (/t.8¥ 

旧中国の新式輪会の首会は，元金＋手IJ息を支

払うのでリスク中立的である。他方会員は，得

会の早いリスク中立グループと得会の遅いリス

ク回避グループに分けられる。旧式輪会と同様

にリスク中立グループ（首会を合める）が支払

う利息を，リスク回避グ、ループが受け取るシス

テムになっている。

温州市の成会は旧中国の格会の一種の堆積会

と同じものである。堆積会の首会は元金のみを

返済し，利J也を支払わないからリスク同避者で

ある。会員もリスク中立クーループとリスク回避

ク寸ループに分けられ，前者の支払う利息を後者

が受け取るシステムとなっている。堆積会と旧

式輪会の相違は前者が得会の順序をサイコロ等

で決定することにある。

旧中国の揺会の一種である縮金会の首会は，

Jじ金＋利息を支払うからリスク中立的である。

会員の状況については輪会と同様である。温州

市の標会は旧中国の標会と全く｜司ーのものであ

る。まず首会が初同の会金を獲得した後は，毎

回得会者と得会金舗を利息、額の入札によって決

定する。首会は得会後元金は返済するが利息は

支払わないからリスク回避者である。その他の

会員にとっては，干IJ息額をI向くすればするほど

得会の可能性は高まる。つまりその他の会員は

リスク中立的である。しかし，ここに会員のモ

ラル・ハザードの問題が存配する。このモラル

・ハザードを回避するためには，監視が必要と

なるのである。会員を少人数に限定し，村の親

Zラ
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戚・知人を優先するという事実は，この監視コ

ストの引き下げを意味しているのである悦9）。

結局，会はきわめて動学的現象であるから，

会の分析は静学的分析ではなく動学的分析によ

るべきである。会は異時点聞の契約であり，ゲ

ーム理論で言う有限の繰り返しゲームとみるべ

きであろう c このゲームにおいては十II手に対す

る情報の不完全性があり，また異時点聞の契約

であるために割引因子（したがって利子率）が

存在するのである。プレイノ〈ーマン二グァシュ

も信用組合の動学的分析を無限の繰り返しゲー

ムと捉えて，その解は非協力ゲームのナッシュ

解となるとみている UUO）。いずれにしろ ζの視

角からの分析が必要であろう。

（注 I）衰恩禎七編『温州模パ ・』。

（注2) 清水盛光 r中国郷村社会論』岩波書店 1951 

年，によるところが大である。

（注3) 例えば， NJl期に会が潰れることについては，

Fei Hsiao・Tung,Peasant LijをinChina: A Field 

Study ol Country [,1斤 inEう1111stzcValley ( London 

Routledge & Kegan l》aul,1939) U）第4'Q'を参照され

たい。

（注4) C. Geertz，“The Rotating Credit Assoc1-

ation-A‘！＼1iddle Rung’in Devl'lopment，＇’ l,iυnomic 

Development and Cultural Change, vol. 10, no. 3, 

Apr. 1962. pp目 241-263.

（注 5) この点についての日本ω事例の分析について

は，本号の万木論文（万木孝雄「日本における豊島村信用

組合の形成過稗 インフォーマル組織から組合金融機

関への転化一一」（『アシ、ア経済』第37巻第：~ I} 1996年

3月〕）および朝倉孝お r明治前期日本金融機造史」岩

波書店 1961年を参照されたい。

（注6) T. Beslぞy，日.Coate and G. Loury，“The 

Economics of Rotating Savings and Credit Associ-

ations," Amen・can Economic Review, vol. 83, no. 4, 

Sept. 199:i, pp. 79;3 810 

（注7) T. Besley, S. Coate and G. Loury，“Ro-

tating Savings and Credit Associations, Credit 

Markets and Effi仁iency，” RcPiew of li'conomic 

26 

Studies, vol. 61, 1994, pp. 701-719. 

（注8) Holmstrom，“Moral Hazard in Teams" 

を参照されたい。

（注9) 会の会員を親戚等に限定する事実については，

中国農村慣行調査刊行会編「中国農村慣行調査第2

巻』行波書店 1981年初8ページを参照されたい。

(/_UO) Braverman and Guasch，“Institutional 

Analysis. J’を参照されたい。

結語

中国の農民が他の発展途上国の農民と同様に

信用割ごうを被っていることは確かである（注 I）。

資金不足に悩む農民に本来資金を供給するべき

信用祉の展開過程を検討すると，ライフアイゼ

ン型の信用組合として組織された旧中匝の信用

社も新中国の信用社も，農民の，農民による，

農民のための信用社ではなかったと結論できる。

旧中国・新中国の信用社は，現実に農民に対し

て信用割当を行なっていた事実が明らかとなっ

ている。信用社本来の経済的機能には個々の農

民のリスクをプールするという利点があるが，

農民の他の農民に対する戦略的行動はナッシュ

の非協力ゲームであり，一般的な所得のプール

に対して白らの貢献度が低くならざるを得ない。

そのような状況ω卜での分配はパレート最適で

はない。非効率の原因はモラル・ハザードとフ

リー・ライダーの問題にある。信用組fr.-の効率

化を図るためには，この 2つの問題を解決しな

ければならなし'oさらにはそれ以上に，中国ω

信用社は農業銀行により預金を吸いI：げられ，

経営的にも支配されていたのである。つまり借

用社は農業銀行のエージェントに過ぎなかった

のであり，この状況から脱却するには民営化が

必要であろう。
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農村における民間信用の発展を，公的金融を

補完するものとみるか，または公的金融に対立

するものとみるかはJ重要な点である。 IIJi11同で

は，公的農業信用として会の役割は非常に大き

かったといえる。輪会，拭一会，標会は形式は若

干異なるが，金融組織としてはリスク・シェア

リングと監視の問題を制度的に上手く解決した

効率的な組織であると忠われる。部小平政権の

農業金融改革では民間信用の活力を利用する方

針の下で会も公認されていたが， 1988年 9flの

第13期3中全会以降，経済運営の実権を掌握し

た保守派により農民間U）金のrtf日を認めない引

締政策が取られた。しかし，その後なしくずし

的に公認されているようである了

中国経済が真に成長するためには，経済改革

と対外開放政策は継続せざるを得ない。また，

金融政策ω行i進は必然的に金融市場の形成に向

かわざるを得ない。したがって，会をはじめ種

ω々農村の民間金融も農村貯蓄動員の手段とし

て，また公的金融の補完物として認めさるを得

ないのではなかろうか（校2）。

(i主l) ii I本「中凶における農業金融改革」をゑ照さ

れたいc

(i主2) Asian Develυpment Bank, I河川irmalFi-

附mce:Sο附 ど Findi”が，iγοmAsw (!long Kong: Ox-

ford University Press, 1992）の中の T N. Sriniva-

san，“Some Analytics of Borrowing and Lending” 

は，見事にl立］Ii:用いて民間金融が公的金融の補完物であ

ることを証明している。

付録 「信用合作社宣伝程準則草案」 (1951年）

第 l章 総l!IJ

第 1条 本社名は県lぎ村（郷）信用社とし，村（郷）

に置く。

第 2条 本社は村（製ID と村（郷）の労働人民が

,11凶農村における民間金融の発展

相互扶助の原則に基づき，出資金を集め，

預金を吸収し，有無相通じ，社員の生産・

生活上の凶難を解決し，生産を'ft挺させ．

生活を改善するものである。

第 3条本社社員は有限責任とし，特別の損失に

対しては出資金による賠償を限度とする。

第2章業務

第 4条 本社は社員の必要と能力により同家銀行

の指導と監'l'fを受け，日十両を策定し，下記

の業務を経営する。

( 1 I 社員の預金とH'i'蓄（現金および実物）を受

け取り，必要なときには団体・非社員の預金

を受け取る。

(21 本社は社員の生産・＇ Uhに必要な資金（現

金および実物）を貸し付けるが，資金の余っ

たときは非社員に貸し付けできる。

(3) Wr人。

(4) 国家銀行の委託を受け，業務を代行する。

(5) 十lwおよび各種合作社・機関・同体の信託

業務を行なう。

(6) その他の社員大会が決議した業務。

本十｜：金利規定は国家銀行の同意を得なけれ

ばならない。

第 5条 本社業務は年度，四半期計画により進め，

すべて国家銀行，国営貿易機構および各種

合作社との相1工業務は均しく合同経営制を

採る。

第6条 本社は正確な計画を>Rめ，支Illを節約し，

資金回転を速め，業務経営と収支状況は必

ず規定に従い，汚職・浪費を厳禁する。

第3章社H

第 7条 およそ本社区域内に居住する男女労働人

l＼＼は年齢満16歳で公権を奪われたおを除い

て本社に加入し社員になることを申請て、き

る。 18歳にi筒たない者は被選挙権を有しな

l 'o 

第8条 十i員が入社するとき入社費と出資金（人

また農家 1戸を出資金とすることも可）を

納めなければならない。人社費は人民元0.1

27 
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元，出資金は少なくとも l川で II IO）金額

は米20～30斤である。出資金の多少にかか

わらず l表決権のみとし，貧同なため人n
t'i・出資金を会括払し＞できない者は珂事会

のz汁nJにより分割l納付できるが．期限は 6

カ月を超えではならない《入社費と第 I1111 

u の出資金を納めた者は社員資栴を取得で

き，十l:tUEを発行する（社hi,id:は供鈎社規

定を参照して制定する）。本社社員，illは他

人に譲渡または貸与しではならない｛

第9条社員はriら退社巾請できるが， q末決算

の1カ11j前に提示しなければならないっそ

して年末決算後 lヵJH:J.内にその出資金を

返還し，もしm尖があれば．出資ll数に応

じて控除し，もし利益があれば出資口数に

応じて分配する。社員が移動するとき埋卓

会の~lTif を絞て l カ JJU内にその出資金を

返還する。社員退社に際して入社貨は一律

に返還しなLh】社員が死亡したときは／1¥資

金はその~法的継承人に返還するが，また

継承人は損失分:IH責任を釘うけ

第10条 本社社員の義務は以下の.imりであるの

(IJ 入社費と出資金を納めるわ

(2) 社章および本村所定の各種規則を遵守し

本社の決議に服従するり

(3) 本村利益を保，TIEし，本社財産を保認するつ

(4) 新社員を獲得する。

(5) 本引の呼びかけに応じて積彬的に本社のれ

霞活動に参加する。

第11条本社社員の権利は以 fO）通りである。

(l) 本村預金，貯議，貸付そ0）他の業務を共有

する権利。

(2) 選挙と被選挙権。

(31 本社業務，財務，組織等のI：作にあIしてあ

問，批判ー建議する権利の

(,1) 本社の谷種文化，！ヂ牛等福祉施設を字；受す

る権利。

第12条 社員で本社の発展・強化に功績のあった

おは．干lfl大会を経てまたは社員代表大会

28 

を通じて表彰の奨励か物質的奨励を与えるけ

社員が社章．社規または大会決議事項に

i皇反したとき情状的墳できる者は訓戒，瞥

lrあるいは除名の処分とする。社員除名は

社員大会または社員代表大会の決議会経て

執行する。ただし，合作社を破壊し，情状

~J｛誌できない有は珂事会がまず除名し，十t

0大会または社民代表大会に報行し，迫認

するぐ

第4t;;: 組織

第l:l条 ；本社最高権利機関は社員大会または社tc) 

代表大会とし，社員代表は社員の直接選挙

で選ばれる。代表人数と選挙方法は、当地ω

実状と社員人数を勘案して決定するの

第14条 社員大会と社員代表大会は.L:J.下の職権を

Hする。

( l) 社章の決定・修正，出資金の増頼，本社U)

解散と（または）その他の社との合併等の問

題ω決議。

(2) 賄事主任および理事，監事主任および監事

の選挙と罷免並びに本社f型事・監事処分問題

の審作・決議。

(:)I 本社業務方針，討i画i, 予算および理事会U)

l：作報行と決算の審丘と決議。

(4) 剰余分配あるいは欠損補順ω議案の決議。

(51 社員の除名または喫励'liJflU）決議。

(6) その他重要問題ω討論と決議。

第15条 社員大会または十i員代表大会は半年ごと

にl同開会し，理事会がこれを招集する。

ド記の場合には臨時の社員大会または社員

代表大会を開催できるの

(I I 賄事会が必要と認めたとき。

(2) 監事会の要求。

(:l) 社員の 5分O)Iまたは代表U）］ 分U)I .L:J. I. 

U）請求，，

(4) [_h）家銀行の建議。

Jill事会は上記の要求または佳議に持した

とき 1011以内に社員大会または社員代表大

会を開催し，大会議事録は大会主席の署名
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後社内に保存L，大会決議は凶家銀行に報

；うし，審責を受ける。

第16条理事会は本社の執行機関であり，理事 5

～10人で組織される。剤事I：任は瑚－＊η選

によるけ必要なときには Hf:を11：選で l人

から 1人にできるつ

第17条 Jlj!事会ω職格ーは以ドω通りである。

ill 社日大会またはnwに表大会の決議とLk!家

銀行の支持を執行ーする。

(2) 本rfrfQUJ拡充と業務両n，由jを制定し，付H

大会または社員代表大会に提案し，決議し，

困家銀行の批准を経てこれを執行する。

rn 対外的には本社を代表して契約を締結するυ

(4) 社0大衆に対して教台一 1：作を行ない， n日

を組織して名稲村会話動に参加させる。

仰木村工作人民ω任命と移動4

((ii そ（｝）他本社（｝）業務．財務，組織等（｝）執行事

J(L, JIJ!事会は厳格に各稀報告制度を遵守・実

行し，定期的にtf:ti.大会または社民代表大会

と凶家銀行に業務，財務，組織等（／）［fl：報；守

をする｛

第18*' 郎事会は経常業務をtEI勺し＇ ,1,；社の－l;/J

の財産を｛米議し，もしj去に背き職責を果た

さず，夜、千ljをl立lり．欠損を生じさせたとき

吋事11，土ildl!l （／）責任を負う c

第 19~長 Jlj! 事会は毎／］少なくとも 1 1111/lfl催し必

要なときには臨時会議を聞ill'.でき，珂1’￥:l::

ff:がこれを打｛集するがJ1jl事会開会前に院事

会に通知｜し， w：~·詩を手I］席させる c

第20条監事会は牛；tf:U）監察機関であり，村民全

｛本の監督とF君事会の工｛？の検l'Eを代表Lて

f Iない，監事：t九 9人がこれを構成L，主

任 I:f，が監事の乃ム選により,ill!ばれるの

現職Jiff号｝， ；忌職の子続きの終わ 7 ていな

い理ポおよびそのm1i¥を監事に選ぶことは

できない〈

第21条監事会の職権はJ:J.ド（／）j厄りである《

II) 時事会ω大会決議，同家銀行の支持，政府

it；~，（））執f i二状況を監督するn

,1，凶農村における民間金融ω発展

(21 本社の業務経営，財務会計の状況を監督検

査するの

(3) JIIP事会と本社工作人員の服務状況を監督す

るり

(41 社t,U）怠見を聞き， JIJ!事会に諮問または佳

i議を提出する。

(51 埋事会に列席する。

(Iii もし理事会に違法不正行為があったとき理

者会に臨時社員大会または社長代表大会の開

｛作を要求し，並びにすぐに国家銀行に報告し，

Lfl家銀行がその解決を指導する。

第22条 監事会は毎日 I｜りl開催し，必要なときに

は臨時会議を招集開催し，監事主任がこれ

をHi集し，会議の決議事項は理事会に通知

し， i)t＿びに困家銀行に報告する。理事会は

通知lを受け取ってからlOlI 以内に異なる意

見を提山しない場介は通知lに従って執行す

るり

第23条 社員大会または社員代表大会， JI_I!事会噌

監事会は均しく 3分の 2以上の出席で開会

でき，過半数以上の賛成で初めて決議でき

る。

社員代表， Jlj!事および監事はある決議に

Iii］意できないとさ向己ω意見を会議議事録

に，1G人できる。

:,P,24条 本社社員代表，理事，監事の任期は均し

くl年とし，連続選任できる。

第25条 本社社員は居住地域，業務l：の都合によ

り小車n< 1組は15人前後と L，小組長を選

任する）を編成し，理事会の指導のドに以

下ω工作？を行なう。

ill 社民同金を!l/JJU.組織し，社員の借款を審

合＇L，その｛丹波の用途舎監督し， 111］似を保証

する，

121 m事会決議を伝達し，並びに社員の要求を

吸収 L，行作社に対する批判と建議を行なうり

にll 小組を通じて社員に対する賃伝教育を行な

い，社員の合作社に対する認識を高める。

(41 社員の経済状況，特に資金状況を f解し，

29 
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社員預金を動員し，社員の生産を援助する。

第5章資金と決算

第26条 本社の資金源は以下の通りであるぜ

( 1 I 社員の入社費。

(2) 干十日の出資金〈

(3) 公償金。

(4) その他未返還の収入。

(5) 預金れ

(6) 俗入金。

第27条本社は毎年 1月1日から12月31日までを

会，H・作ー度とし，理事会は年度終了時に通年

の工作報告，貸借対照表，損益計算審，財

産目録，次年度業務計画と予算を作成して

監事会へ送付し。その審査後社員大会また

は社員代表大会へ提出決議し，国家銀行へ

報行し行政章録する。

第28条 年末決算時に本社に剰余があるときは以

下の基準に従い剰余分配案を作成し，社員

大会または社員代表大会に提出決議し，国

家銀行の批准後分配を実行する。

( 1) 公積金は剰余の40ぶ以上で本社の蓄積基金

とL，業務拡充．欠損補t，｝！に用いるr

(2) 公益金は剰余の20~＇ユで社員の文化，娯楽，

医薬司厚生等福祉施設，本社の功績のある社

員に対する奨励に支出するο

(3) 本社工作人員奨励金は剰余の10：：；：とする。

(4) 教育法金は剰余の10ぶとし，社員・幹部教

育訓練工作に件jL、る。

(5) 出資金は配当しないのが原則であるが，配

~が必要なときでも剰余の20ぷを超えではな

らなL、。あるいは 1年預金ω利息を超えては

30 

ならない。

第29条 本社の年末決算で欠損が生じたとき，公

f貴金，出資金，未返済収入で順次補償する》

不足したときは社員は賠償責任を負わない。

第30条 本社が下記のような状態にあるとき，社

日大会あるいは社員代表大会の決議と国家

銀行の批准を経て業務を停止して解散する

ことができるの

( 1) 十l員人数が過少の場合。

(2) 他の合作社との合併。

(3) 累積赤字のために経営が継続できない場f,,

第31条本社が解散を決定したとき，社員大会ま

たは社員代表大会は3～5人を選出し，清

算委員会を組織し，剰余があるときは，公

積金，公益金の分配はできないことを除い

て（国家銀行に預金Lて信用合作付発展基

金とする人その剰余の分配案を社員大会

または社員代表大会を通じて国家銀行に報

行して批准を受け，これを分配するの損失

のあるときは第29条の則定に従って処理す

るc

第6草： 付則

第32条本章程は社員大会または社員代表大会で

決議し，政府委託機関の批准・登記後これ

を施行する 1 修正のときも同様である。

（アジア経済研究所開発研修室長）

〔付記〕 本稿は1989年度「アジア農村における民

間金融問題I 研究会（主査 山本裕美）の成果を改

稿したものである l、
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